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要旨 これまでの形骸化した画一的な指導の脱却を図った再現構成法の道徳の授業に協同的な学びを取

り入れる新しい試みについて，これまで実践を積み重ねた実際の授業の質的な分析を行い検証した．道

徳資料の読み聞かせというこれまでにない，資料提示を受け，子どもが資料の世界を通して，ペアイン

タビューや４人の小グループ，学級での話し合い，学び合いながら道徳的な価値を自覚し，これからの

自分のよりよい生き方を仲間とのかかわりによって構成しえたことを確認した意義は大きい．一方，逐

語録の分析が，授業者による解釈に頼っているなど，検討の余地が残されており，地道な実践から普遍

的かつ敷衍性のある授業や授業者のあり方を見いだすことが今後の課題であり，さらなる新しい試みの

開発に向け，たゆまぬ努力と精進が肝要である． 
キーワード：道徳の授業 再現構成法 協同的な学び ペアインタビュー 教師の働きかけ 

 
１．道徳の授業に新たなうねりを 
 教師は，道徳の授業において，子どもたちが自

ら道徳的価値の主体に自覚し，ひとりひとりの内

面に根ざした道徳性を育てることを目指している．

そして，教師は，この道徳の授業を通して，子ど

もの感性や繊細さを発見する．また，ひとりひと

りの子どもが鮮明に見えてくる，そのような道徳

の授業を目指してもいる． 

 しかし，道徳の授業の指導は，現在もなお多く

の問題を抱えたままになっている．横山は，「まず，

第一に年間の授業時数が標準授業時数に満たない

学校や学級があること，第二に，道徳の時間が学

級活動や学年集会に化けたり，学校行事の準備に

消えたりしていること，第三に，生徒指導や生活

指導と道徳の授業の区別がついていないこと，第

四に，形骸化した画一的な指導をしていることな

どがあげられます．」(1)と指摘している． 

 昭和33年に道徳の授業が始まって以来，先人た

ちの努力に始まり，道徳の授業を長く主導した伝

統的な指導法を経て，近年，様々な新しい指導法

が取り入れられ様々な試みがなされてきた．伝統

的な方法から様々な試みにいたるまでを，表1のよ

うに道徳の授業を子どもと教材を結びつける媒体

によって整理した(２)． 

 これまで，ここに掲げた様々な試みの中のいく

つかを取りあげ，子どもと教師のために，わかり

やく取り組みやすい授業として，子どもも教師も

楽しいと思える授業として，実践に耐えるものと

して構築し，実際の授業実践を重ねてきた． 

 本論では，これまでの形骸化した画一的な指導

の脱却を図った再現構成法を取り上げ，この再現

構成法の道徳の授業に協同的な学びを取り入れる

ことにより，新たな道徳の授業の展開が期待しう

ることを示し，新しい試みについて，検証授業の

質的な分析を行い，その特徴などを提示する． 
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表１ 授業の媒体・教材・授業の方法の関係 

媒 体 教 材  授 業 の 方 法 

文 字 読 み 物 
道徳的価値の一般化(内面的自覚)を図る授業       
価値の明確化方式の授業 
コールバーグ理論に基づく授業 

絵 画 ・ 写 真 
 

音 声 
映 像 

絵 本 
一 枚 絵 
音 楽 
ビ デ オ ・ D V D

思いやり育成プログラム（VLF）の授業 
再現構成法による授業 
音楽を聴いて琴線に触れる授業 
ビデオ・DVD資料を活用した授業 

身 体 子 ど も の 活 動

価値を究める思考経験を中心とした授業 
役割演技・動作化を取り入れた授業 
構成的グループエンカウンターを用いた授業 
モラルスキルトレーニングに取り組む授業 
道徳的体験活動を生かした授業 

２．協同的な学びを道徳の授業へ 
 いま学校では，子どもたちが積極的に互いの考

えを出し合い，吟味，検討し，新たなものをつく

りだしていく学び合う授業づくりへの取り組みが

なされ，着実に成果をあげてきている． 

 なかでも協同的な学びの考え方，実践は，子ど

もたちが，話し合い・学び合う授業を教師がいか

に実現するかに大きな影響を与えており，話し合

いを中心とした道徳の授業づくりに対しても大い

なる示唆を与えている． 

（１）協同的な学びとは 

 協同的な学びについて佐藤は，「一つは協同的な

学びを組織することなしに，一人ひとりの学びを

成立させることが不可能だからである．もう一つ

は，一人ひとりの学びをより高いレベルに導くた

めには，協同的な学びが不可欠だからである．学

びとは対象（教材）との出会いと対話であり，他

者（仲間や教師）との出会いと対話であり，自己

との出会いと対話である．」(３)と主張し，実践の指

導にあたっており，全国の多くの小・中学校で着

実にその成果をあげている． 

（２）協同的な学びをつくりあげるために 

 これまでの知見(４)を整理すると，協同的な学び

をとりいれるために教室では，子どもたちの活動

的で協同的で反省的な学びを組織するようにして

いる．授業においては，「聴き合う関係」が築かれ， 

① 男女混合4人グループによる協同的な活動に

取り組み， 

② 教え合う関係ではなく学び合う関係を築き合

い（わからなかったら仲間に「ねえ，ここ，ど

うするの？」と尋ねることを習慣化する）， 

③ ジャンプのある学びに挑むことが求められる． 

 教師は， 

① 「聴く」「つなぐ」「もどす」の3つの活動を貫

くこと， 

② 声のテンションを落とし話す言葉を精選する

こと， 

③ 即興的対応によって創造的な授業を追求する

こと，が求められる． 

 つまり，「協同的な学び」では，多様な個性や能

力を持った子どもたちが「協同」で学び合うとこ

ろに「背伸びとジャンプ」を一人ひとりに保障す

し，具体的には，作業や活動を通して，4人の学び

のグループによるイメージや意見のすりあわせが

あり，多様な思考を表現し交流して各自の思考を

吟味する相互交流を求めている． 

 一方，横山は，「道徳の授業の改善のために何が

必要か」ということについて，私見としながらも

「第一は，資料の読み込み，第二は，発問の吟味，

第三は，対話の重視」(５)をあげており，協同的な

学びが道徳の授業の改革と軌を一にしてることが

確認できる． 
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 日々の授業実践の積み重ねにより練られてきた

協同的な学びの知見を援用しながら，道徳の授業

づくりの精緻化を図ることは大きな意味がある． 

 

３．再現構成法の魅力と課題 
（１）再現構成法による道徳の授業 

 再現構成法による授業は，「子どもを信ずる道徳

の授業」「子どもからひきだす道徳の授業」「子ど

もとともに学ぶ道徳の授業」という3つの魅力をも

っており，まさに，子どもと同じ目線に立った子

どもに寄り添う道徳の授業の方法といえる． 

 しかも， 再現構成法による授業は，資料の描く

世界を子どもがイメ－ジをふくらませながら再現

し，構成していけるように援助する授業の方法で

ある．しかも，子どもが主体的に，自らつくりあ

げていく授業であり，その特徴は，「子どもが求め

る子どもの視点に立った道徳資料の活用」「子ども

の資料の理解にそった指導過程の適用」の2つをあ

げることができる．  

（２）再現構成法の展開 

 再現構成法とは，資料を語る教師に子どもたち

が耳を傾け心を寄せながらストーリーを再現し，

構成しながら進める授業方法である．それは次の

ような点に特徴がある． 

① 物語資料を活用するが，資料は全文を一度に

示さない．場面ごとに区切りを付けて提示する． 

② 提示の仕方は教師の語りと学習支援材によっ

て行う．したがって読み物資料は子どもたちに

与えない． 

③ 場面ごとに資料の状況を判断し，今後の資料

の発展のしかたを推論したり，自分だったらそ

の状況下でどのような行為をするかを想像し，

話し合う． 

④ 場面ごとの資料提示の段階で基本発問や補助

発問を盛り込み，資料の読み聞かせが済んだ段

階で，ずばりと主人公の行動原理となっている

倫理的な問題点や道徳的価値を中心発問として

子どもに問う．（６） 

  再現構成法の展開は，あくまでも子ども一人

ひとりが資料と向き合い，学級での話し合いを通

して，よりよい生き方をつかみとっていくことを

目指している． 

 

（３）再現構成法の課題 

 この再現構成法の授業も方法というからには，

授業実践の質的分析などの手法による厳密なチェ

ックが必要であるし，ギリギリと厳しい議論を重

ね，より精緻化され洗練された方法へと練り上げ

ていくことが大切であると，これまで指摘した． 

 加えて，その実践に対して「教師と子どもの一

対一の問答である」とか，「子ども同士の話し合い

（討議）が欠如している」という議論が起こって

いることも確かである． 

 さて，「協同的な学び」とは，「テキストとの出

会いと対話であり，教室の仲間との出会いと対話

であり，自己との出会いと対話」(７）である．その

学びは，テキストすなわち道徳資料との対話と仲

間との対話と自己との対話の三つの対話的実践に

よって構成され，再現構成法が目指している，資

料の世界に浸りながら，仲間と対話し，自己の道

徳的価値観を確かめながら，より高い価値観へと

高まっていく方向性と同相をなしている．したが

って，再現構成法による道徳の授業に協同的な学

びを取り入れることは，大きな意義がある． 

 さらに，子どもは自分自身と向き合い，反省的

な思考を働かせながら，「自分について」「生きる

こと」について考えるようになる．しかも個人的

に行うのではなく，あくまでも教師や仲間との協

同を通して，社会的関係のなかで，「よりよい生き

方」をさがすことができる． 

 

４．再現構成法に協同的な学びを 
 再現構成法の提唱者であり道徳資料作家である

立石は，その代表作「『カーテンの向こう』にだっ

て，命が潜んでいます．つまり子どもが『私』の

視点からじっくりと資料の世界を掴まえられれば，

おのずから人間としての在り方や生き方が見えて

くるはずです．」(９)と語っており，再現構成法で 
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授業を構想し，協同的な学びをとりいれて実践す

るには最適な資料であると考える． 

 道徳資料『カーテンの向こう』は，ヤコブの生

き方を，「私」の目を通してドラマチックに紹介し

ている．子どもの世界では見ることのできないま

れな世界のできごとが展開するが，「私」の心の変

化を追うことにより，子どもは容易に人間のエゴ

に気がつく．カーテンの向こうに何があるのか．

未知への好奇心と，真実を知った「私」を通して

ヤコブの生き方に感動を覚える作品である． 

 そこで，ヤコブの人間観とレンガの壁と直面し

た主人公のものの見方・考え方の変化を詳細に追

求し，子ども一人ひとりが人としての生き方を追

い求める道徳の授業を構想した． 

（１）副読本の発問 

 資料とねらい，そして，教師の指導意図に即し

て授業で具体的に指導できるよう展開の大要をま

とめあげるうえで，発問は，その枢要をなす． 

 まず，道徳資料『カーテンの向こう』が唯一掲

載されている副読本「中学道徳 心つないで3」の

教師用指導書(10)では，発問は，以下の通りである． 

① この病院にはどんな病人がいるのだろう． 

② ヤコブの話を聞いている人たちは，どんな気

持ちだろう． 

③ ヤコブに対する「私」の気持ちはどのように

変化していっただろうか． 

④ カーテンの向こうをのぞいたときの「私」の

気持ちはどんなだったろうか． 

⑤ 「私」はこれからどうすると思うか． 

（２）これまでの再現構成法の指導案の発問 

 再現構成法の優れた実践家である八木下の指導

案(11)をもとに構成した発問は，次の通りである． 

① ここでの生活はどんな生活なのでしょうか． 

② ヤコブはどんな話しをするのでしょうか． 

③ なぜ，ヤコブは，ガンとしてその場所をゆず

らないのでしょうか． 

④ ヤコブを憎らしく思い，死ねばいいと思った

私は，どんな思いをもっていたのでしょうか． 

⑤ 私は，周りの人たちにどんな話しをしてあげ

るのでしょうか． 

（３）再現構成法の協同的な学びのための発問 

 これまで，子どもたちの考えが出せるように，

そして，それらがうまく絡み合えるような授業づ

くりを心がけてきたが，もっとできるはずだとい

う思いが続いていた．この再現構成法に子どもた

ちが互いの意見の違いを認め，それらを絡み合わ

せる話し合いを大切にする学び合う授業に結びつ

けることができれば，ひとつの突破口となるに違

いないと確信するにいたった．そこで，これまで

の展開の前半部分の発問を簡略化し，資料のクラ

イマックスである「カーテンの向こうは，なんと

冷たいレンガの壁であった」を読み，子どもたち

一人ひとりが冷たいレンガの壁としっかりと「対

峙すること」，対峙したうえで，「どのような態度

をとるのか」を表明し合い小グループで学び合い，

その後，学級全体で話し合うための発問を創出し

た．④⑤が背伸びとジャンプの課題である． 

① この病室での生活はどんなでしょうか． 

② ガンとしてその場所をゆずらないヤコブをど

う思うか． 

③  ヤコブを死ねばいいと思った私は，どんな思

いをもっていたのでしょうか． 

④ レンガの壁には，何が見えたのだろうか． 

⑤ 私は，この後どのようにするのだろうか． 

（４）「つなぐこと」と「もどすこと」 

 道徳の授業においては，話し合いを通して，子

どもがすでに持ち合わせている道徳的なものの見

方や考え方，感じ方を少しでも望ましいものに組

みかえて道徳的実践力を育むことを目指している． 

 協同的な学びを究めている秋田は，忘れられな

い授業として，「子どもたち同士と教師の織りなす

学びの豊かさや深さに驚く授業」(12)といっている． 

こうした授業をつくるために，たどたどしい発

言，自信なく小声で言っている発言，わからない

ことの呟きをすくいあげてつなげたり広げたりす

る重要な役割を，教師が担っており，協同的な学

びでは，考えたり説明してもらいたいところに，

「もどすこと」，言おうとしていることを解釈して
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表２ 道徳の授業の実践の実績 

 年 ・ 月 学 校 種 学 年 展開学級 単 位 立 場 展 開 理 由

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

2007年11月 
2009年 6月 

10月 
11月 

 
2010年 6月 

7月 

Ｃ県Ｎ市立Ｔ中学校 
Ｃ県Ｆ市立Ｎ小学校 
Ｆ県Ｅ市立Ｍ中学校 
Ｔ都Ｎ区立Ｓ中学校 
Ｃ県Ｎ市立Ｎ小学校 
Ｔ都Ｎ区立Ｆ中学校 
Ｃ県Ｆ市立Ｎ中学校 

3  
6  
1  
2  
5  
2  
1 

1 
1 
1 
1 
1 
2 
1 

学級 
学級 
学級 
学級 
学級 
学年 
学級 

 学級担任 
指範授業者 
指範授業者 
指範授業者 
指範授業者 
指範授業者 
指範授業者 

自主公開研究会 
校内研修会 
近隣市町村の道徳教育研究会 
校内研修会 
校内若年層教員研修会 
道徳授業地区公開講座 
Ｆ市教育研究会道徳部会 

言ったり，もう一度考えを繰り返したり，資料に

はない考えたり思ったりしたことを伝える「つな

ぐこと」などの教師の働きかけが重要であると得

心している． 

（５）「コの字隊形」と「学びの隊形」 

 話しやすい雰囲気と誰もがよく考える授業には，

机の間や体の距離の遠近，互いの顔が見える配列

が重要であり，発問①～③までは，一斉授業で，

「コの字隊形」で，発問④⑤では，４人の小グル

ープでお互いが向き合える「学びの隊形」で授業

を行う． 

 

５．協同的な学びによる道徳の授業の実践 
（１）実践の目的 

 本実践は，道徳の授業に対する「何をやってよ

いのかわからない」「曖昧すぎる」と言う学校での

教師たちの切実な声に基づいた指範授業と講演の

要請により，道徳資料『カーテンの向こう』を用

いて，「人間の弱さ・醜さの超克」の問題をとりあ

げ，再現構成法に，協同的な学びの考え方・手法

を取り入れ，行った実際の授業の積み重ねである． 

 授業者として授業を行う場合，子どもたち同士

が互いに考えや意見をつなげ，絡め合うことを通

して，学び合い，新たな考えを生みだし，よりよ

い生き方をつかみとっていくことが本当にできて

いるのか，をとらえることは，実践者の責任であ

ると心得る． 

（２）実践の対象 

 表2のように，2007年は，学級担任として，2009

年以降は，研究会・研修会などの講師として招聘

され，授業実践を重ねてきた．主として分析の対

象したのは，7の直近のＣ県Ｆ市立Ｎ中学校1年1

組（男子18名，女子18名）の授業である． 

（３）道徳の授業のねらいと構成 

① 主題名 「人としての誇りをもって」 

② ねらい 

  「病室でのカーテンをめぐる人間的なやりと

りを通して，人には弱さや醜さを克服する強さ

や気高さがあることを確かめ合い，誇りをもっ

て力強く生きようとする意欲をもつ．」 

③ 展開の大要 

  図の「協同的な学びをとりいれた再現構成法

による道徳の授業の流れ」による． 

④ ペアインタビュー(13) 

  資料の中のあるトピックやテーマについて自

分の経験を考え，パートナーと話し合う． 

  パートナーは互いに役割を交代し合う．ペア

インタビューが終わったら，パートナー同士で

どのような話し合いをしたかを学級に紹介す

る． 

  資料を基に立ちどまりながら，登場人物の視

点を考え，自分自身の見方を話し，他の人から

学ぶ機会をもつことになり，何よりも誰もがお

互いの考えを聴き合い，学び合う機会となる． 

（４）分析の方法 

 記録用のビデオカメラで，授業時における，授

業者を中心とした教室全体の映像及び音声から聞

き取り可能な授業記録を逐語録として作成した． 

 逐語録に基づき，授業の展開の前段，ペアイン

タビュー，展開の後段の背伸びの課題とジャンプ

の課題について，子どもの発言と教師の働きかけ

から「学びあいから新たな考えを生みだし，より 
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よい生き方をつかみとっていく」過程を明らかに

する． 

（５）結果と考察 

 対象とした授業実践の遂語録から，子供の発言

と教師の働きかけとして，「新たな考え」や「より

よい生き方」を示す部分を展開の前階を表3，ペア

インタビューを表4，展開の後段の背伸びの課題・

ジャンプの課題を表5・6として，それぞれの実際

の話し合いを示した． 
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① 最初の話し合い（表3） 

 子どもがひとりでも自然に語り始めたら授業が

動く，そこで，問いかけた後，スッと手を挙げた

Ａが話し，「さびしいのか，どんなふうにさびしい

の？」（1-2）と復誦して，聞き返し，Ａが答えて

話し出す．子どもたちの表情の変化をとらえなが

ら，『自分も発言してみよう』と挙手した子どもた

ちを素早く的確に指名し，この気運は，学級全体

につながり，広がった．そして，Ｄの実体験（1-8）

が語られると触発されて入院談が続くこととなっ

た． 

 最初に発言したＡは，その後，本時のキーパー

ソンとなった． 

 ここでは，変化のない生活のなかでの人として

の生き方を考え合うことができていた． 

 また，表2の1の授業で，中学校最後の学級担任

として授業にのぞんだとき，若年性の統合失調症

のある生徒が「1年生の3学期入院してたとき…何

の楽しみもなくて，…今とは，全然違って…つら

かった」と小さな声で，ボソッと口火を切た．よ

く聞き取れなかったが，「○○が，ね．入院してて，

喜びや楽しみが大事だって！」とフォローすると，

授業がどんどん回っていった．発言内容とは少し

違っていたが，しっかりと受けとめたという姿勢

は，本人にも，学級にも伝わることとなった． 

② ペアインタビュー（表4） 

 全員が立ち，ペアインタビューを行う．終わっ

たペアから着席するようにするとスムーズに進行

するだけでなく，一番最初に座ったペアから学級

に話し合いを紹介してもらうときに，指名しやす

いうえに，その努力をすぐに褒めることができる． 

 ここでも，Ａのペアが最初となる（2-2,2-3）．短

くて単純な内容のインタビューであるが，授業者

や学級の仲間から賞賛されることにより，後に続

くペアほど，内容が豊富になるという効果をもた

らした．（2-5,2-6） 

 変化のある生活の大切さや意味が確認された後

なので，人の心に去来する生活観，思い出が生へ

の執着につながることをつかむにいたった． 

 また，参観者の学級担任から，学級全体で話し

をすることに抵抗のある子どもも楽しそうに取り

組んでいる姿に感動したとの感想をもらった． 

③ グル－プでの話し合い（表5） 

 ここまで活躍しているＡのいるグループに張り

ついた．ここまで活躍したＡは自信を深めたのか，

グループでも素直な思いを吐露することとなる

（G-2）．Ａに触発され，ペアを組んだＥが，やは

り素朴な感想を述べ（G-3），Ｈが補足することと

なる（G-4）．これらを受けＩが，さらに広げ，こ

れまでとは異なった視点を提供し（G-5），レンガ

の壁しか見えなかったＡにも，何を問われている

のかを理解し，話し合いに加わり，自分の考えを

述べるまでになる（G-6）．このような見えない不

思議な力が働くことが，グループの話し合いのす

ごいところである．さらに，Ｉによる「壁には，

自分や病室の明るい未来や希望が見えた．」（G-7）

と想像もつかないような発想につながるのである． 

 その後の学級での話し合いでは，それぞれのグ

ループで話し合われた内容が活発に，「壁には，言

いようもないくらいの絶望が見えた．」「ヤコブの

恨まれることを覚悟の上での，本当の優しさが映

った．」「壁には，自分や病室の明るい未来や希望

が見えた．」というＡのグループの発表で，「スゲ

ェ！」という歓声があがり，続いて別のグループ

から「自分の嫌なところ，醜さが鏡のように映っ

て見えた．」という意見の表明で，教室が一瞬にし

て沈黙し，静まりかえり，ほのぼのとした温かい

空気で教室が満たされたのは言うまでもない． 

 冷たいレンガの壁に向き合った子どもたちは，

ヤコブの人間愛に接し，自分の弱さ，醜さと正面

から向き合いそれを乗り越えるようとした． 

④ 学級での話し合い（表6） 

 本時での2回目のグループでの話し合いの後で

の，学級の話し合いで，しかも背伸びの課題を見

事に乗り越えてきている子どもたちなので，ゆっ

たりと任せられる．自信をもって自分たちのグル

ープでの話し合いの結果を自分のもにして発表す

るＡに（4-2），さらに自分の強い願いを重ねるＩ
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表３ 展開前段での話し合い 

発 言 者 発 言 内 容 
1-1 
1-2 
1-3 
1-4 
1-5 
1-6 
1-7 
1-8 

教師： 
 Ａ ： 
教師： 
 Ａ ： 
 Ｂ ： 
 Ｃ ： 
教師： 
 Ｄ ： 

この病室での生活はどんなでしょうか．  
さびしい生活． 
そうか，さびしいのか，どんなふうにさびしいの？ 
見舞いに来る人もなくて孤独なんです． 
夢も希望も持てない…退屈なだけの生活． 
身動きもできず，ただ死を待つだけという感じ． 
もっとたくさんの人の考えを教えてほしいなぁ． 
自分が入院したときに，何日かするともう退屈で，退屈で…すごくよくわかる． 

※ 注  ( )内は，発言中の特徴的な動作や周囲の状況． 

    「…」は，発言の間を，「？」は，上昇音調．また，紙面の都合上，発言者の指名等を省略． 

 

表４ ペアインタビューの実際 

発 言 者 発 言 内 容 
2-1  
2-2  
2-3  
2-4 
2-5  
2-6  
2-7 

教師： 
 Ｅ ： 
 Ａ ： 
教師： 
 Ｆ ： 
 Ｇ ： 
教師： 

一番最初に座ったペアにやってもらいます． 
外の様子はどうですか？ 
外はね，晴れていて，気持ちいいよ． 
どうもありがとう．すごいねぇ．（拍手）それでは，二番最初に座ったペアにやってもらいます． 
外の様子はどうですか？ 
外はね，緑が茂って，花が咲いて，子どもたちが遊んでいるよ． 
ありがとう，うまいね．目に見えるようだね．（拍手）もっと発表してもいいペアは，ありますか？ 

 
表５ 展開後段での「背伸びの課題」についてグル－プでの話し合い 

発 言 者 発 言 内 容 
G-1 
G-2 
G-3 
G-4 
G-5 
G-6 
G-7 

教師： 
 Ａ ： 
 Ｅ ： 
 Ｈ ： 
 Ｉ ： 
 Ａ ： 
 Ｉ ： 

びっくりしたよね．このレンガの壁には何が見えたのだろうか．グループで話し合ってみよう． 
びっくりして，壁は，レンガにしか見えないけど，…嘘だったんだろ．なんか他に見えんの？ 
たぶん，ヤコブの顔が最初に見えたんじゃん．そして，…ヤコブの優しさかな． 
病室への思いやり？ 
ヤコブには，見えてたんじゃないの，いろんなことが映ってたから，ほんとっぽく聞こえたし． 
子どもの頃のこととか楽しかったことが映ったとか．そっか，それが見えたんだな． 
だったら，ヤコブのように自分も言えるし，…壁には，自分や病室の明るい未来や希望が見えたのかなぁ．

 
表６ 展開後段での「ジャンプの課題」について学級での話し合い 

発 言 者 発 言 内 容 
4-1  
4-2  
4-3  
4-4  
4-5  
4-6  
4-7 

教師： 
 Ａ ： 
教師： 
 Ｉ ： 
 Ｄ ： 
教師： 
 Ｄ ： 

今グループで話し合ってもらったけど，私は，この後どのようにするのだろうか，発表してください．

ヤコブの意志を受け継いで，ヤコブと同じように壁に見える希望や未来を話し続ける． 
へぇ希望や未来かぁ，すごいことになってきたなぁ． 
ヤコブの思いやりや優しさがわかったから，自分のためにも病室のためにも明るい明日へつなげたい．

負の連鎖を断ち切り，違った希望，嘘じゃない希望をつくりだすべき． 
何，負の連鎖？ちょっと，むずかしすぎ．説明してくれる． 
病室のどこかで自分のことを死ねばいいと思っている病人が，やがてこの窓際のベッドへ来ることにな

るから． 

の中には，人としての心の弱さや醜さを乗り越え

たＩの人間観や世界観そのものの現れである（4-4）． 

 そして，最後のＤによる「事実を伝え，負の連

鎖を断ち切る．」（4-5）という衝撃的な独白につな

がり，学級の一同があっけにとられる状態に陥る． 

 それに対して，授業者として「Ｄの言うことは，

確かにわかるけど，これから限りなく続く病室の

時間の中で，病室に希望を与えることになるのか，

本当にこれでいいのか，解決になるのかなぁ？」

と問い返し，「どうしたらよいのか？これからもず

っと考え続けていってほしい．」としめくくった． 

 つまり，何の楽しみもない死への旅立ちを準備

している病人への生きる希望をいかに紡ぎだすの

か，それを求め続けることを通してしか，絶望と
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いう事実を超えた人間にとっての真実にたどりつ

けないのでは，ないかと投げかけまとめた． 

 ほんもののいのちやほんとうの心にふれあいな

がら人生や生き方の真実を共に求め続ける． 

 

６．再現構成法と協同的な学びのこれから 
 再現構成法と協同的な学びという親和性の高い

ふたつの方法論の融合により，読み聞かせの資料

提示の工夫により，子どもの自然発生的な興味・

関心に応え，子どもの自然なかかわりやゆるぎを

積極的に生かす授業ができたと確信している． 

 このような子どもの発想や思考の枠組みを基本

に据えた授業のあり方が，ペアインタビューとい

う誰もが取り組める身近な仲間との学び合いから，

グループ・学級というより大きな話し合いへとつ

ながり，それぞれに学びが生まれ，子どもに内在

している「よさや可能性」を子ども自身が新たに

気づいたり産みだしたりすることにも直結した． 

 さらに，子ども一人ひとりが，自分の潜在して

いる様々な道徳的価値を自覚し，「自分の生き方に

反映しよう」とする姿勢をも形成していることは

心強いかぎりである． 

 したがって，子どもが道徳的な価値観を資料の

世界を通して，話し合い，学び合いながら再現し，

これからの自分のよりよい生き方を仲間とのかか

わりによって構成したことの意義は大きい． 

 一方，多くの授業が直面している「同じです」

などの形式的な応答によって自分で考えなくなっ

たことの解決，子どもに根づいている「正解探し

の発想」からの脱却，人の意見は自分のものにし

てはいけないという考えの転換を図る授業者の働

きかけについて十分に吟味できなかった． 

 逐語録の分析についても，子どもの発言の授業

者による解釈に頼っている点など，まだまだ検討

の余地が残されているうえ，地道な実践から普遍

的かつ敷衍性のある授業や授業者のあり方を見い

だすことが喫緊の課題であり，学校現場から求め

られていることである． 

 押谷は，道徳の授業の指導についてむずかしさ

を感じる教師は少なくないとことわった上で，「そ

れは人間としての生き方を問う時間であり，単な

る形式論や技術論では解消できないからである．

まさに人間としての教師と，人間としての児童・

生徒がよりよい生き方を求めて磨き合い，鍛えあ

う時間であり，教師の人格ないし人間性が示され

る時間である」(14)と主張しており，道徳の授業の

新たな試みの一般化に向けた具体・精緻化の困難

さと必要性・方向性を明示している． 
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